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4/9 遠別農業高等学校　入学式
　男子：12人　女子：８人　計20人

4/6 遠別中学校　入学式
男子：12名　女子：６名　計18名

　４月に入り、町内の幼児センター、小学校、中学校、高校ではそれぞれ入園
式・入学式が行われました。これから新たな環境での生活がスタートします。
少し緊張しながらも夢と希望に満ち溢れた子どもたちの表情をご覧ください。

　４月に入り、町内の幼児センター、小学校、中学校、高校ではそれぞれ入園
式・入学式が行われました。これから新たな環境での生活がスタートします。
少し緊張しながらも夢と希望に満ち溢れた子どもたちの表情をご覧ください。

4/6 遠別小学校　入学式
男子：７名　女子：12名　計19名

4/1

入園・入学
おめでとうございます

入園・入学
おめでとうございます

幼児センター きらり
0～1歳児：６名　２歳児：13名　３歳児：17名　４歳児：17名　５歳児：13名　計66名
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応援よろしくお願いします！応援よろしくお願いします！ この春から 新 社会人です！この春から 新 社会人です！
北川　拓弥　２０歳

きたがわ たくや

勤 務 先：北川工務店
出 身 地：遠別町
趣味・特技：野球、格闘技観戦、バイク
抱　  負：遠別に残せる建物をたくさん造れるよう、日々

精進して頑張ります。

江川　類　18歳
えがわ るい

勤 務 先：道北興業株式会社

出 身 地：遠別町

趣味・特技：野球、トレーニング

抱　  負：一つ一つ出来ることを増やしていきたいです。

植木　雪音　２4歳
うえき ゆきね

勤 務 先：遠別中学校
出 身 地：斜里町
趣味・特技：音楽を聴くこと、スキー
抱　  負：遠別に来たばかりで、仕事のことも、町のこと

もわからないことが多いですが、一生懸命頑
張ります！

中山　玲杏　18歳
なかやま れあん

勤 務 先：遠別中学校
出 身 地：札幌市手稲区
趣味・特技：スキー、ソフトテニス
抱　  負：今はまだ、分からない事ばかりですが、早く仕

事に慣れて、自分からやるべき仕事を見つけ、
積極的に行動していけるように頑張ります。

岡　康秀　２2歳
おか やすひで

勤 務 先：遠別農業高等学校
出 身 地：大阪府
趣味・特技：水泳、食べること、スノーボード
抱　  負：一人でも多くの生徒に、農業の『楽しさ』や『や

りがい』を感じてもらえるような授業を行って
いきたいです。

菅野　真由　２０歳
かんの まゆ

勤 務 先：幼児センター きらり
出 身 地：遠別町
趣味・特技：スキー
抱　  負：色々なことに挑戦し、何事も頑張りたいと思い

ます。

北畠　颯馬　21歳
きたばたけ そうま

勤 務 先：遠別町役場 福祉課 保健指導係
出 身 地：遠別町
趣味・特技：野球
抱　  負：一社会人としての自覚、責任を持ち、町民の皆

様から信用を得られるよう頑張りたいです。

市川　明良　18歳
いちかわ あきら

勤 務 先：留萌振興局 建設管理部 遠別出張所
出 身 地：留萌市
趣味・特技：卓球、お菓子作り、ゲーム
抱　  負：入社して、わからないことだらけですが、色ん

なことを覚えて、仕事に慣れていきたいです。

鳥羽　瑞穂　18歳
とば みずほ

勤 務 先：稚内信用金庫 遠別支店
出 身 地：天塩町
趣味・特技：料理、競技かるた
抱　  負：明るく積極的に声を出し、笑顔での接客を心

がけていきたいです。

山川　涼介　18歳
やまかわ りょうすけ

勤 務 先：留萌振興局 建設管理部 遠別出張所
出 身 地：留萌市
趣味・特技：ゲーム
抱　  負：まだまだ分からないことだらけなので、早く仕

事を覚えたいと思います。
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議会からのたより
第42号

発行：遠別町議会　編集：議会報発行特別委員会

　
第
１
回
定
例
会
を
３
月
５
日
か
ら
３
月
12

日
ま
で
の
８
日
間
を
会
期
と
し
て
開
催
し
、

定
期
監
査
報
告
、
令
和
２
年
度
町
政
執
行
方

針
、
教
育
行
政
執
行
方
針
、
各
会
計
予
算
案

の
概
要
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
、一般
質
問

は
、
山
本
議
員
、
白
井
議
員
、
小
森
議
員
の

３
名
が
行
い
、
令
和
元
年
度
各
会
計
補
正
予

算
、
専
決
処
分
の
承
認
・
報
告
に
つ
い
て
審

議
し
、
原
案
通
り
可
決
し
た
。
ま
た
、
令
和

２
年
度
各
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、
予
算
審

査
特
別
委
員
会
に
付
託
し
、
本
会
議
に
お
い

て
承
認
し
、会
期
を
２
日
残
し
て
閉
会
し
た
。

◆
令
和
元
年
度
定
期
監
査
報
告

◆
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

　
（
工
事
請
負
契
約
の
変
更
）

・
公
営
住
宅
建
設
工
事
（
建
築
主
体
工
事
）

◆
使
用
料
等
の
見
直
し
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
備
に
つ
い
て

◆
第
２
号
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

◆
長
期
継
続
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で

き
る
契
約
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

◆
移
住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

◆
移
住
定
住
促
進
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

◆
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
管
理
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

◆
デ
マ
ン
ド
バ
ス
運
行
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

◆
敬
老
年
金
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

◆
公
園
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

◆
新
規
就
農
者
誘
致
特
別
措
置
条
例
の
廃

止
に
つ
い
て

◆
新
規
就
農
者
経
営
発
展
支
援
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◆
公
営
住
宅
設
置
管
理
等
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

◆
簡
易
水
道
給
水
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

【
一
般
会
計
】

・
林
業
専
用
道
（
規
格
相
当
）
作
設
工
事

　

５
，
０
７
０
万
円
新
規

・
公
営
住
宅
建
設
工
事

１
，
３
１
８
万
３
千
円
減

◆
「
民
族
共
生
の
未
来
を
切
り
開
く
」

　

決
議
に
つ
い
て

　

提
出
者　

小
森
嘉
孝
議
員

　

賛
成
者　

柏
谷
美
春
議
員

　
　
　
　
　

山
本
仁
美
議
員

第
１
回
定
例
会

報　
告

議会の主な動き
( 令和 2 年２月～令和２年４月）

2 月 3 日
令和元年度市町村長と議会議長との
意見交換会出席のため議長初山別村
に出張
2 月 10 日
高橋はるみ参議院議員近況報告会出
席のため議長留萌市に出張
2 月 13 日～ 2 月 14 日
北海道町村議会議員公務災害補償等
組合議会定例会及び北海道町村議長
会理事会出席のため議長札幌市に出
張
2 月 17 日
第１回議会全員協議会開催
2 月 19 日
第１回議会運営委員会開催
2 月 25 日～ 2 月 27 日
北海道後期高齢者医療広域連合議会
定例会及び全国過疎地域自立促進連
盟北海道支部役員会出席のため議長
札幌市に出張
3 月 2 日
留萌管内町村議会議長会臨時総会出
席のため議長羽幌町に出張
３月 26 日
第３回議会報発行特別委員会開催
4 月 7 日
第４回議会報発行特別委員会開催
4 月 23 日
第 2回議会全員協議会開催
4 月 24 日
第５回議会報発行特別委員会開催

主
な
審
議
事
項

主
な
補
正
予
算

決
議
案
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第42号

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

及
び
遠
別
町
福
祉
灯
油
等
購

入
助
成
事
業
に
つ
い
て

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
は
、
国

か
ら
の
事
業
の
実
施
要
請
に
よ
り
、
低
所

得
者
・
子
育
て
世
帯
主
向
け
の
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。
遠

別
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨
年
10
月
１
日

か
ら
本
年
２
月
末
日
ま
で
の
間
、
申
請

を
受
け
付
け
た
結
果
、
１
４
１
人
に
販

売
い
た
し
ま
し
て
、
総
販
売
金
額
は
２
，

７
２
４
千
円
で
あ
り
ま
し
た
。

　

遠
別
町
福
祉
灯
油
等
購
入
助
成
事
業
に
つ

い
て
は
、
灯
油
価
格
の
高
騰
を
踏
ま
え
、
在

宅
で
生
活
す
る
非
課
税
者
の
う
ち
、
高
齢
者

世
帯
や
ひ
と
り
親
世
帯
等
を
対
象
に
１
世
帯

１
５
千
円
の
助
成
に
取
り
組
み
、
昨
年
の
12

月
16
日
か
ら
本
年
２
月
末
日
ま
で
の
間
、
申

請
を
受
け
付
け
た
結
果
、１
８
８
世
帯
、２
，

８
２
０
千
円
の
交
付
決
定
を
い
た
し
ま
し

た
。

遠
別
農
業
高
等
学
校
男
子

寮
増
築
に
係
る
進
捗
状
況

に
つ
い
て

　

12
月
か
ら
着
工
し
て
お
り
ま
す
男
子
寮

増
築
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
遠
別

農
業
高
等
学
校
を
守
る
会
か
ら
報
告
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

当
初
、
杭
打
ち
箇
所
に
水
道
管
が
埋
設
さ

れ
、
水
道
管
の
移
設
工
事
を
行
う
な
ど
、

着
工
に
遅
れ
が
生
じ
、
年
度
内
の
完
成
を

心
配
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
年
内
に
は
基

礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
も
打
ち
終
わ
り
、
年
明

け
か
ら
は
棟
上
げ
・
屋
根
・
外
壁
と
順
調

に
工
事
が
進
み
、
３
月
上
旬
に
は
内
装
工

事
も
概
ね
完
成
す
る
見
込
み
で
あ
る
と
聞

い
て
お
り
ま
す
。
備
品
に
つ
い
て
も
発
注

済
で
あ
り
、
工
事
完
成
後
に
は
速
や
か
に

納
入
で
き
る
よ
う
準
備
が
で
き
て
お
り
ま

す
の
で
、
年
度
内
に
着
実
に
完
成
で
き
る

状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

来
年
度
の
新
入
生
も
町
外
か
ら
多
数
入

学
さ
れ
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
入

寮
定
員
の
不
足
が
解
消
さ
れ
、
適
切
な
生

徒
指
導
と
教
育
環
境
の
整
備
が
図
ら
れ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
係
る
防
止
対
策
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
、
道

内
に
お
い
て
感
染
者
が
拡
大
し
、
児
童
生

徒
や
学
校
関
係
者
へ
の
感
染
も
確
認
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、北
海
道
教
育
委
員
会
よ
り
、

道
内
小
・
中
学
校
全
校
を
対
象
に
２
月
27

日
か
ら
３
月
４
日
ま
で
の
一
週
間
、
臨
時

休
業
す
る
よ
う
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
要
請
を
受
け
、
本
町
の
小
・
中
学

校
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会
で
臨
時
休
業

の
措
置
を
と
り
ま
し
た
が
、
新
た
に
、
国

か
ら
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、
特

別
支
援
学
校
の
春
休
み
開
始
前
日
ま
で
の

臨
時
休
業
の
要
請
を
受
け
、
さ
ら
に
、
北

海
道
知
事
が
「
緊
急
事
態
宣
言
」
を
出
し

た
こ
と
か
ら
、
本
町
も
各
学
校
を
臨
時
休

業
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
と
の
報
告
を

受
け
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
幼
児
セ
ン

タ
ー
「
き
ら
り
」
に
つ
い
て
も
、
学
童
保

育
、
子
育
て
支
援
、
短
時
間
保
育
に
つ
い

て
は
、
学
校
と
同
じ
く
臨
時
休
業
と
し
、

長
時
間
保
育
に
つ
い
て
は
、
昼
食
持
参
の

希
望
保
育
の
み
の
対
応
と
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
ま
た
、社
会
教
育
施
設
、ス
ポ
ー

ツ
施
設
に
つ
い
て
も
、
町
民
の
健
康
を
考

慮
し
、
こ
の
期
間
は
閉
館
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
ご
不
便
を
か
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
感
染
防
止
対
策

に
つ
い
て
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
今
後

の
防
止
対
策
に
つ
い
て
は
、
庁
舎
内
に
危

機
対
策
本
部
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
の
で
、

感
染
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
、
迅
速
か
つ

適
切
に
対
処
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

町
長
か
ら
の
行
政
報
告
（
抜
粋
）
　

男子寮（増築）の外観（３/10 撮影）　

休 業
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議会からのたより
第42号

第  

１  

回  

定  

例  

会  「  

一  

般  

質  

問  

」

１　
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る

　
　
地
域
お
こ
し

Ｑ
【
山
本
議
員
】　
地
球
温
暖
化
防
止
に

向
け
、
太
陽
光
発
電
や
風
力
発
電
な
ど
、

全
国
各
地
で
様
々
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
。
本
町

に
お
い
て
も
環
境
に
や
さ
し
い
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

地
産
地
消
を
図
り
、
雇
用
創
出
と
地
域
の

活
性
化
、
地
方
創
生
に
繋
が
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。
国
、
道
、
企
業
と
連
携

し
て
送
電
網
設
備
と
企
業
誘
致
が
で
き
な

い
も
の
か
？
町
長
に
伺
う
。

Ａ
【
笹
川
町
長
】　
本
町
は
風
力
設
備
を

設
置
す
る
た
め
の
広
大
な
面
積
の
町
有
地

が
数
少
な
く
、
大
規
模
な
事
業
展
開
が
で

き
な
い
状
況
で
あ
る
た
め
、
風
力
事
業
で

の
企
業
連
携
・
誘
致
は
現
時
点
で
は
考
え

て
い
な
い
。
ま
た
、
送
電
網
の
整
備
は
過

去
に
民
間
会
社
に
お
い
て
、
日
本
海
側

ル
ー
ト
に
新
設
計
画
が
あ
っ
た
が
、
北
海

道
と
本
州
を
つ
な
ぐ
海
底
送
電
線
で
あ
る

「
北
本
連
系
線
」
の
増
強
計
画
の
縮
小
に

よ
り
、
採
算
性
が
見
通
せ
な
い
た
め
計
画

が
凍
結
と
な
っ
た
経
緯
が
あ
り
、
今
後
の

整
備
も
困
難
だ
と
考
え
る
。

　
し
か
し
、
北
海
道
に
お
い
て
は
、
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
更
な
る
導
入
を
見
据
え
、
国

の
施
策
と
の
整
合
を
図
り
、
本
道
で
の
課

題
や
効
果
を
検
証
し
な
が
ら
、
国
へ
の
働

き
か
け
を
は
じ
め
と
す
る
対
応
が
必
要
と

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
施
策
に
お
け
る
、
国
・
道
の
動
向

を
注
視
し
て
い
く
。

２　
子
育
て
世
帯
の
支
援

Ｑ
【
山
本
議
員
】　
義
務
教
育
時
に
か
か
る

経
費
も
子
育
て
世
代
に
は
大
き
な
負
担
に

な
っ
て
い
る
。
本
町
で
は
、
補
助
教
材
費
へ

の
助
成
が
全
児
童
生
徒
に
行
わ
れ
、
大
変

助
か
っ
て
い
る
と
の
声
が
聞
か
れ
る
が
、
他

に
も
保
護
者
負
担
が
大
き
い
と
の
声
も
聞

か
れ
る
。
補
助
教
材
費
以
外
の
助
成
を
考

え
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
？
町
長
に
伺
う
。

Ａ
【
笹
川
町
長
】　
現
在
、
補
助
教
材
費

の
助
成
を
行
っ
て
い
る
が
、
管
内
市
町
村

と
比
較
し
て
も
補
助
教
材
費
の
助
成
額
に

つ
い
て
は
、
本
町
は
最
も
高
額
で
あ
る
。

学
力
向
上
対
策
の
観
点
か
ら
、
令
和
２
年

度
予
算
に
は
さ
ら
に
、
児
童
生
徒
一
人
当

た
り
１
，０
０
０
円
を
増
額
し
、総
額
１
，

６
５
７
千
円
を
提
案
し
て
お
り
、
一
層
、

保
護
者
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

　

補
助
教
材
費
以
外
の
助
成
に
つ
い
て

は
、
受
益
者
負
担
が
適
当
な
も
の
と
町
か

ら
助
成
が
必
要
な
も
の
を
分
析
し
、
総
合

教
育
会
議
等
に
お
い
て
、
子
ど
も
達
の
た

め
に
何
が
必
要
な
の
か
、検
討
し
て
い
く
。

１　
少
雪
に
よ
る

　
　
　
　
農
業
被
害
へ
の
対
策

Ｑ
【
白
井
議
員
】　
今
冬
は
暖
冬
で
あ
り
、

農
業
者
は
水
田
の
水
不
足
な
ど
営
農
に
不

安
を
抱
い
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。ま
た
、

土
壌
凍
結
の
た
め
、
牧
草
や
秋
ま
き
小
麦

な
ど
根
切
れ
が
懸
念
さ
れ
る
。
少
雪
に
よ

る
農
業
被
害
へ
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え

て
い
る
の
か
？
町
長
に
伺
う
。

Ａ
【
笹
川
町
長
】　
全
道
的
な
暖
冬
少
雪

に
つ
い
て
は
、
地
球
温
暖
化
等
の
影
響
に

よ
り
、
過
去
に
例
の
な
い
状
況
と
な
っ
て

お
り
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な
影
響
が
起
き

て
く
る
の
か
予
想
が
つ
か
ず
、
農
業
に
お

い
て
は
、
特
に
凍
結
に
よ
る
越
冬
作
物
の

根
切
れ
や
鹿
の
食
害
に
よ
る
被
害
で
収
量

へ
の
影
響
が
考
え
ら
れ
、春
以
降
の
生
育
、

水
不
足
へ
の
不
安
を
抱
い
て
い
る
。

　
農
業
被
害
へ
の
対
策
に
つ
い
て
、
現
状

で
は
、
は
っ
き
り
と
し
た
被
害
は
確
認
で

き
て
い
な
い
。

　
今
後
、
気
象
状
況
の
把
握
に
努
め
、
融

雪
期
の
営
農
技
術
対
策
や
生
育
状
況
に
つ

い
て
、
関
係
機
関
と
情
報
を
共
有
、
連
携

を
図
り
、
春
以
降
に
お
け
る
生
育
状
況
に

お
い
て
、
被
害
が
確
認
で
き
た
段
階
で
、

状
況
に
応
じ
た
具
体
的
な
対
策
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。

町
政
を
問
う
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２　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

Ｑ
【
白
井
議
員
】　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
地
域
が
拡
大
し
て
お
り
、
教
育

現
場
に
お
い
て
学
校
閉
鎖
等
の
対
応
が
さ

れ
て
い
る
。
本
町
で
感
染
者
が
発
生
し
た

場
合
の
対
策
と
遠
別
町
立
国
保
病
院
で
は

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
作
成
さ
れ
て
い
る
の

か
？
町
長
に
伺
う
。

Ａ
【
笹
川
町
長
】　
国
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
、
水
際
で

の
対
策
を
講
じ
て
い
る
。
本
町
に
お
い
て

も
、
対
策
本
部
を
設
置
し
、
国
で
示
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
基

本
方
針
に
基
づ
き
対
応
を
し
て
い
る
。

　
ま
た
、各
種
事
業
、イ
ベ
ン
ト
等
の
中
止
、

国
や
道
か
ら
の
要
請
に
よ
る
小
・
中
学
校
、

幼
児
セ
ン
タ
ー
の
休
業
を
会
議
開
催
に
よ

り
決
定
し
、
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
感
染
者
が
発
生
し
た
場
合
は
、
感
染
者

か
ら
の
症
状
・
経
過
、
濃
厚
接
触
者
、
行

動
歴
の
聞
き
取
り
及
び
濃
厚
接
触
者
の
調

査
は
道
が
行
う
の
で
、
町
と
し
て
の
対
応

は
な
い
と
道
に
確
認
し
て
い
る
。

　
感
染
者
の
行
動
歴
で
、
町
の
施
設
を
頻

繁
に
利
用
し
て
い
た
場
合
は
、
利
用
状
況

に
も
よ
る
が
、
施
設
の
消
毒
作
業
な
ど
が

考
え
ら
れ
る
。

　
遠
別
町
立
国
保
病
院
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
の
通

知
及
び
感
染
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き

作
成
し
て
い
る
。

１　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
と

　
　
　
児
童
生
徒
の
防
犯
対
策

Ｑ
【
小
森
議
員
】　
日
本
の
各
地
域
で
子

ど
も
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
重
大
な
事
件

に
な
って
い
る
。
一般
社
会
に
お
い
て
も
、
凶

悪
な
犯
罪
が
各
地
で
発
生
し
、
ニュ
ー
ス
で

報
道
さ
れ
て
い
る
。
令
和
２
年
４
月
に
は
道

の
駅
「
え
ん
べつ
富
士
見
」
が
新
し
く
オ
ー

プ
ン
予
定
で
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
施
設
内
部
や
駐
車
場
に
は
防
犯
カ

メ
ラ
や
防
犯
対
策
が
整
備
さ
れ
る
と
伺
って

い
る
。
他
の
公
共
施
設
等
に
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
を
考
え
て
い
る
の
か
？
児
童
・
生
徒

の
通
学
時
の
防
犯
対
策
は
？

Ａ
【
笹
川
町
長
】　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置・

運
用
を
規
定
し
た
法
律
が
存
在
し
な
い
た

め
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
管
理
方
法
は
各
自
治

体
に
委
ね
ら
れ
、
自
治
体
は
条
例
・
規
則

等
で
管
理
方
法
の
規
定
と
設
置
場
所
の
公

開
な
ど
住
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
慎
重

に
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
公
共
施
設
等
の
管
理
は
、
一
部
施
設
を

除
き
、
夜
間
・
休
日
に
警
備
員
を
配
置
し

管
理
し
て
お
り
、
過
去
に
事
故
も
発
生
し

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
は
考
え
て
い
な
い
。
し
か
し
、
管
理
・

運
営
上
、
防
犯
対
策
の
有
効
な
手
段
の
一

つ
と
し
て
、
公
共
施
設
等
の
新
設
、
建
替

え
時
は
、
設
置
方
法
等
を
検
討
し
た
い
。

Ａ
【
佐
藤
教
育
長
】　
児
童
生
徒
の
通
学

時
の
防
犯
対
策
に
つ
き
ま
し
て
、
現
在
、

本
町
に
は
地
域
防
犯
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

業
・
駆
け
込
み
１
１
０
番
と
し
て
、
６
ヶ

所
の
防
犯
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
て
い

る
。
事
件
・
事
故
に
あ
っ
た
人
、
見
た
人

が
連
絡
す
る
場
所
、
ま
た
は
、
子
ど
も
達

の
避
難
所
と
し
て
、
危
険
を
感
じ
た
ら
、

防
犯
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
助
け
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
る
体
制
を
整
備
し
て
い
る
。

　
各
学
校
に
お
い
て
も
、
子
ど
も
達
の
通

学
路
を
す
べ
て
把
握
し
て
お
り
、
小
学
校

入
学
時
に
は
、
全
員
に
安
全
笛
を
配
布
し

て
い
る
。

　
防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、
遠
別
町
児
童

生
徒
健
全
育
成
連
絡
協
議
会
を
中
心
に
、

情
報
交
換
や
対
策
協
議
な
ど
、
子
ど
も
達

が
よ
り
安
心
・
安
全
に
通
学
で
き
る
よ
う

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
丸
と
な
っ
た
取

り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
、
こ

れ
ら
の
活
動
に
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

２　
町
長
の
政
治
姿
勢

Ｑ
【
小
森
議
員
】　
令
和
２
年
10
月
に
は
、

２
期
８
年
の
笹
川
町
政
の
区
切
り
の
時
と

な
る
。
３
期
目
に
向
か
っ
て
の
、
立
起
に

つ
い
て
伺
う
。
立
起
の
考
え
な
ら
、
３
期

目
に
向
か
う
、
強
い
町
政
へ
の
思
い
も
合

わ
せ
て
伺
う
。

Ａ
【
笹
川
町
長
】　
現
在
２
期
目
の
施
策

が
展
開
途
中
で
も
あ
り
、
新
年
度
は
、
病

院
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
か
ら
答
申
を
受

け
ま
し
た「
町
立
診
療
所
建
設
基
本
設
計
」

の
着
手
や
、
第
６
期
遠
別
町
総
合
計
画
に

あ
り
ま
す
、
本
町
の
教
育
環
境
の
向
上
に

向
け
た
、
中
学
校
の
建
設
も
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
私
を
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
後
援
会

や
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
方
々
の
ご

理
解
を
得
ま
し
て
、
３
期
目
に
向
か
っ
て

出
馬
を
し
、「
孫
・
子
に
残
せ
る
遠
別
」

の
実
現
に
向
け
、
町
政
運
営
に
全
力
を
傾

け
、
努
力
を
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

議会からのたより
第42号
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令
和
２
年
第
１
回
議
会
定
例
会
で

一
般
会
計
外
６
件
の
予
算
審
査
を
遠

別
町
各
会
計
予
算
審
査
特
別
委
員
会

に
付
託
し
、
３
月
９
日
・
10
日
の
２

日
間
で
審
議
が
行
わ
れ
た
。
委
員
長

に
は
柏
谷
議
員
、
副
委
員
長
に
は
大

石
議
員
が
選
任
さ
れ
、
提
案
の
あ
っ

た
す
べ
て
の
予
算
は
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
た
。

　
主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
。

【
一
般
会
計
】

― 

総
　
務
　
費 

―

Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
シ
ス
テ
ム
の
更
新

山下委員

Ｑ　

具
体
的
に
い
つ
か
ら
始
ま
っ

て
、
交
換
し
た
際
、
町
民
に
説
明
会

な
ど
の
開
催
予
定
は
あ
る
の
か
？

橋本
総務課長

Ａ　

説
明
会
は
あ
り
ま
せ
ん
。
具
体

的
な
交
換
時
期
は
６
月
か
ら
９
月
ま

で
の
４
ヶ
月
間
。
事
前
調
整
で
、
各

交
換
世
帯
に
電
話
等
で
い
つ
が
良
い

か
具
体
的
な
調
整
を
４
月
に
入
っ
て

か
ら
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

若
者
移
住
交
流
体
験

山本委員

Ｑ　

こ
の
事
業
の
概
要
は
？

橋
本
総
務
課
長

Ａ　

今
ま
で
各
大
学
に
職
員
が
Ｐ
Ｒ

を
兼
ね
て
、
学
校
訪
問
す
る
形
で

行
っ
て
い
た
。
た
だ
行
く
の
で
は
な

く
、
逆
に
大
学
生
に
遠
別
町
に
来
て

も
ら
い
、
遠
別
町
の
魅
力
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、20
名
程
度
の
大
学
生
、

専
門
学
生
を
遠
別
町
に
呼
び
、
遠
別

町
の
若
者
と
交
流
し
、
遠
別
町
の
情

報
発
信
を
し
て
い
き
た
い
。

山
本
委
員

Ｑ　

事
業
Ｐ
Ｒ
は
ど
う
や
っ
て
い
く

の
か
？

橋
本
総
務
課
長

Ａ　

業
者
の
方
で
各
大
学
に
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
、
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
募
集

を
か
け
た
い
。

タ
ク
シ
ー
助
成
券
対
象
の
拡
大

山
本
委
員

Ｑ　

重
度
障
害
者
タ
ク
シ
ー
助
成
金

に
つ
い
て
、
現
在
１
、２
級
で
、
タ

ク
シ
ー
券
は
、
今
年
か
ら
６
枚
か
ら

10
枚
に
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
３

級
の
人
も
該
当
さ
せ
て
ほ
し
い
と
い

う
声
も
多
い
。
緩
和
し
て
何
と
か
な

ら
な
い
の
か
？

室矢
福祉課長

Ａ　

今
現
在
、
１
級
、
２
級
の
方
を

該
当
さ
せ
て
お
り
ま
す
。
医
療
費
助

成
事
業
だ
と
か
、他
の
事
業
も
あ
り
、

そ
う
い
う
も
の
も
道
の
状
況
に
習
っ

て
１
級
、
２
級
ま
で
該
当
さ
せ
て
い

る
よ
う
な
状
況
で
行
っ
て
い
る
の

で
、
こ
ち
ら
も
合
わ
せ
て
１
級
、
２

級
で
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

笹川町長

Ａ　

こ
の
重
度
障
害
者
タ
ク
シ
ー
助

成
金
と
い
う
形
で
、
重
度
っ
て
い
う

の
は
何
度
ま
で
の
こ
と
を
言
う
の

か
、
こ
の
辺
で
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
思
う
。
障
が

い
者
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
と
い

う
形
が
一
番
理
想
的
だ
が
、
財
政
的

な
問
題
も
あ
る
。
国
、
道
の
補
助
金

も
当
然
入
っ
て
く
る
と
思
う
が
、
委

員
お
っ
し
ゃ
る
こ
と
は
十
分
理
解
で

き
る
が
、
そ
の
辺
の
捉
え
方
が
難
し

い
。

　

片
方
で
３
級
ま
で
対
応
し
て
い

て
、
片
方
は
２
級
と
い
う
形
は
、
バ

ラ
ン
ス
上
、不
公
平
感
も
出
て
く
る
。

こ
の
後
に
向
か
っ
て
統
一
的
に
障
が

令
和
２
年
度　
遠
別
町
各
会
計
予
算
審
査
特
別
委
員
会

議会からのたより
第42号
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い
者
の
３
級
な
ら
、
３
級
っ
て
い
う

形
の
も
の
が
す
べ
て
行
政
の
中
に
取

り
込
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
理
想
だ
と

思
う
。

― 

農
林
水
産
業
費 

―

新
規
就
農
者
へ
の
支
援

木村委員

Ｑ　

農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
と

新
規
就
農
経
営
発
展
支
援
事
業
は
ど

の
よ
う
な
形
で
や
る
の
か
？

小森
経済課長

Ａ　

農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業

は
、
新
た
に
経
営
者
と
し
て
営
農
し

て
い
く
方
に
対
し
て
支
援
を
し
て
い

く
。こ
れ
に
つ
い
て
は
国
の
事
業
で
、

町
と
し
て
は
間
接
補
助
に
な
り
、
就

農
１
年
か
ら
５
年
間
の
部
分
に
つ
い

て
補
助
す
る
。

　

新
規
就
農
者
経
営
発
展
支
援
事
業

は
、
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
が

終
わ
り
、
６
年
目
以
降
の
方
に
対
し

て
５
年
間
、
経
営
に
か
か
る
機
械
借

上
料
や
、
土
地
購
入
費
等
を
補
助
し

て
い
く
。

有
害
鳥
獣
駆
除
と
被
害
額

白井委員

Ｑ　

昨
年
の
有
害
鳥
獣
駆
除
の
実
績

は
？
ま
た
、
農
産
物
の
被
害
額
は
ど

の
く
ら
い
か
？

小
森
経
済
課
長

Ａ　

捕
獲
数
は
、
30
年
度
は
エ
ゾ
シ

カ
５
３
２
頭
、
ア
ラ
イ
グ
マ
２
５
５

頭
、
カ
ラ
ス
等
３
０
１
羽
、
ヒ
グ
マ

６
頭
、
キ
ツ
ネ
13
頭
。

　

被
害
額
は
、
30
年
度
は
エ
ゾ
シ
カ

７
，
３
２
８
千
円
、
ア
ラ
イ
グ
マ

８
１
３
千
円
、
キ
ツ
ネ
４
５
千
円
、

カ
ラ
ス
等
２
１
８
千
円
と
な
っ
て
い

る
。

山
本
委
員

Ｑ　

毎
年
、
鹿
、
熊
の
駆
除
数
は
前

後
す
る
と
思
う
が
、
予
算
が
減
額
に

な
っ
て
い
る
。
農
家
か
ら
の
要
請
は

何
件
あ
る
の
か
？

　

ま
た
、
過
去
に
罠
を
か
け
る
講
習

等
行
っ
て
い
た
か
、
こ
れ
か
ら
も
行

う
予
定
は
あ
る
の
か
？

小
森
経
済
課
長

Ａ　

農
家
か
ら
の
要
請
は
、
農
協
を

通
じ
て
被
害
が
あ
っ
た
等
の
情
報
が

入
る
。
そ
う
い
っ
た
中
で
、
猟
友
会

が
見
廻
り
な
が
ら
捕
獲
し
て
い
る
。

ま
た
、
年
一
回
一
斉
捕
獲
等
を
行
っ

て
い
る
。
過
去
に
、
箱
罠
関
係
の
講

習
等
を
行
っ
て
き
た
経
緯
は
あ
り
、

今
後
も
、
農
家
を
は
じ
め
、
要
望
が

あ
っ
た
際
に
、
留
萌
振
興
局
等
の
協

力
を
仰
ぎ
、
検
討
し
た
い
。

― 

商
　
工
　
費 

―

道
の
駅
の
備
品
活
用

山
下
委
員

Ｑ　

ロ
ボ
ッ
ト
ペ
ッ
パ
ー
利
用
料
、

備
品
購
入
費
で
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー

ジ
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
具
体
的

に
ど
の
よ
う
に
使
っ
て
い
く
の
か
？

小
森
経
済
課
長

Ａ　

ロ
ボ
ッ
ト
ペ
ッ
パ
ー
は
、
道
の

駅
に
町
が
Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
１
台
設
置

し
、
来
客
者
の
方
に
案
内
等
も
含
め

活
用
す
る
。

　

小
中
学
校
で
は
３
年
程
前
か
ら
プ

ロ
グ
ラ
ム
等
を
実
習
で
行
っ
て
い
る

の
で
、
そ
う
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

も
活
用
し
な
が
ら
で
き
れ
ば
と
い
う

考
え
で
い
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
に
つ
い
て

は
、
液
晶
の
掲
示
板
で
、
道
の
駅
の

入
口
等
に
イ
ベ
ン
ト
内
容
、
広
告
、

町
の
Ｐ
Ｒ
を
含
め
、
そ
の
時
々
に
応

じ
た
形
で
掲
載
す
る
内
容
を
変
え
て

い
き
た
い
。

― 

消
　
防
　
費 

―

防
災
備
蓄
倉
庫
の
備
品

小森委員

Ｑ　

防
災
備
蓄
倉
庫
建
設
工
事
に
つ

い
て
、
建
物
の
大
き
さ
と
段
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ト
等
の
他
に
何
を
保
管
す
る
の

か
？

橋
本
総
務
課
長

Ａ　

大
き
さ
は
、
６
ｍ
×
７
ｍ
で
42

㎡
、
今
の
備
蓄
倉
庫
の
約
３
倍
の
大

き
さ
。
令
和
２
年
度
は
、
段
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ト
、
マ
ッ
ト
30
個
を
備
蓄
す
る

予
定
。

11
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小
森
委
員

Ｑ　

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ト
、
マ
ッ
ト
と

い
う
こ
と
だ
が
、
ス
ペ
ー
ス
的
に
ま

だ
他
の
物
が
入
る
と
思
う
が
、
今
回

の
コ
ロ
ナ
の
関
係
も
あ
り
、
ど
の
よ

う
な
物
を
こ
れ
か
ら
備
蓄
す
る
の

か
？

橋
本
総
務
課
長

Ａ　

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ト
、
マ
ッ
ト
を

入
れ
た
の
で
、
そ
れ
を
仕
切
る
間
仕

切
り
の
物
も
考
え
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
の
関
係
で
、将
来
的
に
は
、

マ
ス
ク
の
備
蓄
も
視
野
に
入
れ
て
い

る
。
そ
れ
と
赤
ち
ゃ
ん
用
の
液
体
ミ

ル
ク
も
、
少
し
で
も
備
蓄
し
て
お
い

た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う

考
え
方
で
、
そ
う
い
う
物
を
少
し
ず

つ
増
や
し
て
い
き
た
い
。

― 

教
　
育
　
費 

―

英
語
指
導
助
手
の
配
置

小
森
委
員

Ｑ　

英
語
指
導
助
手
の
配
置
だ
が
、

今
回
予
算
組
み
が
変
わ
っ
て
い
る
要

因
は
？

瀧川
教育次長

Ａ　

今
年
度
ま
で
は
、
民
間
の
業
者

に
派
遣
し
て
い
た
だ
い
た
が
、
次
年

度
は
、
本
人
が
遠
別
町
に
ず
っ
と
い

た
い
と
い
う
希
望
も
あ
り
、
会
社
と

協
議
し
た
。
契
約
で
は
終
了
し
て
も

２
年
間
は
雇
用
し
て
は
い
け
な
い
こ

と
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
人
の
強
い

希
望
が
あ
り
、
協
議
の
結
果
、
次
年

度
は
紹
介
手
数
料
を
支
払
い
、
町
が

直
に
雇
用
す
る
と
い
う
形
を
と
っ
て

い
る
。

― 

一
般
会
計
総
括 

―

健
康
づ
く
り

小
森
委
員

Ｑ　

健
康
推
進
事
業
の
検
査
検
診
に

つ
い
て
、
町
民
が
健
康
推
進
に
13
項

目
に
お
け
る
、
検
査
検
診
が
受
診
で

き
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
検
査
後
の

不
安
解
消
の
た
め
少
し
で
も
早
い
検

査
・
検
診
結
果
を
望
ん
で
い
る
と
思

う
が
、
そ
の
対
応
策
は
？

室
矢
福
祉
課
長

Ａ　

が
ん
検
診
の
関
係
は
、
旭
川
の

が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー
で
の
検
診
と

な
っ
て
い
る
が
、
検
査
結
果
は
役
場

に
一
旦
来
る
が
、
緊
急
を
要
し
て
再

検
査
が
必
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
早

め
に
来
る
。
緊
急
、
再
検
査
の
判
断

は
検
査
機
関
で
判
断
す
る
が
、
緊
急

的
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
一
般
の
部

分
よ
り
も
早
く
来
る
の
で
再
検
査
を

早
め
に
受
け
て
も
ら
う
よ
う
に
な

る
。

笹
川
町
長

Ａ　

健
康
づ
く
り
に
関
し
て
は
、
福

祉
課
長
の
答
弁
の
と
お
り
。
こ
こ
１

年
位
の
町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
、
病

気
の
状
況
を
伺
う
と
、
普
段
の
健
康

診
査
、
健
康
管
理
が
仕
事
で
忙
し
い

せ
い
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
若

干
欠
け
て
い
る
か
な
と
い
う
見
方
も

で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

　

ド
ッ
グ
を
受
診
し
よ
う
と
思
っ
て

も
、
仕
事
で
忙
し
く
受
け
ら
れ
ず
、

結
果
的
に
ド
ッ
グ
を
受
診
し
た
ら
す

で
に
手
遅
れ
に
近
い
よ
う
な
状
況

だ
っ
た
と
い
う
話
も
聞
く
。

　

町
と
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
健

康
を
守
る
た
め
に
ド
ッ
ク
等
に
つ
い

て
は
ほ
と
ん
ど
無
償
の
よ
う
な
形
で

受
診
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
て
い
る

の
で
有
効
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
、

自
分
の
健
康
維
持
に
努
め
て
い
た
だ

き
た
い
。
病
状
が
重
い
場
合
に
は
、

直
ち
に
連
絡
を
く
れ
る
よ
う
な
対
応

も
し
て
い
る
と
の
こ
と
な
の
で
早
く

受
診
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要

だ
と
思
う
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
Ｐ
Ｒ

小
森
委
員

Ｑ　

ま
ち
づ
く
り
応
援
寄
附
金
を
増

や
す
た
め
、
周
知
す
る
サ
イ
ト
の
拡

大
、
返
礼
品
が
欠
品
す
る
こ
と
に
よ

る
寄
附
者
の
減
を
防
ぐ
た
め
、
返
礼

品
製
造
の
外
部
委
託
も
方
法
の
一
つ

と
思
う
が
、
今
後
の
課
題
は
？

富士原
副町長

Ａ　

現
在
は
、
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス

で
Ｐ
Ｒ
し
、
応
援
寄
附
金
を
集
め
て

い
る
所
で
あ
る
が
、
他
に
ヤ
フ
ー
等

色
々
あ
る
と
思
う
の
で
順
次
検
討
し
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て
い
き
た
い
。

　

返
礼
品
に
つ
い
て
は
、
限
定
の
も

の
を
ど
の
よ
う
に
数
を
増
や
し
て
い

け
る
か
農
業
、
漁
業
、
商
工
業
者
と

協
議
し
、
増
や
せ
る
も
の
は
増
や
し

て
い
た
だ
き
、
違
う
サ
イ
ト
に
も
掲

載
し
、
返
礼
品
を
Ｐ
Ｒ
し
て
寄
附
金

を
増
額
し
て
い
き
た
い
。
遠
別
農
業

高
等
学
校
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
授

業
の
一
環
で
行
っ
て
い
る
の
で
、
数

量
は
増
え
な
い
も
の
と
思
っ
て
い

る
。

　

外
部
委
託
に
つ
い
て
は
、
お
菓
子

と
か
も
ち
米
を
使
用
し
た
も
の
は
、

外
部
業
者
を
使
い
な
が
ら
商
品
開
発

を
行
っ
て
お
り
、
今
後
は
も
ち
米
以

外
の
も
の
も
使
っ
て
何
か
で
き
な
い

か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

笹
川
町
長

Ａ　

私
が
町
長
に
な
っ
て
か
ら
返
礼

品
を
拾
い
上
げ
、
多
く
の
返
礼
品
を

出
し
、
1
億
円
を
超
え
る
状
況
に

な
っ
て
き
た
が
、
返
礼
品
が
頭
打
ち

に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

地
元
で
生
産
物
、
返
礼
品
を
加
工

す
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
に
な
っ
て

お
り
、
札
幌
、
登
別
の
業
者
に
依
頼

し
、
加
工
し
て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、

ふ
る
さ
と
納
税
を
し
て
い
た
だ
こ
う

と
努
力
し
て
い
る
。

　

対
外
的
に
も
代
々
木
フ
ェ
ア
や
旭

川
食
べ
マ
ル
シ
ェ
等
、
色
々
な
場
所

で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
が
、
も
っ
と
Ｐ
Ｒ

の
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
遠
別
町
の

Ｐ
Ｒ
を
私
ど
も
だ
け
で
な
く
、
多
く

の
皆
さ
ん
方
に
し
て
い
た
だ
き
、
遠

別
に
目
を
向
け
て
い
た
だ
け
る
と
あ

り
が
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

― 

国
保
病
院
事
業
会
計
総
括 

―

病
院
の
体
制
整
備

木
村
委
員

Ｑ　

医
師
が
二
人
か
ら
一
人
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
で
、
稚
内
や
旭
川

の
病
院
に
行
く
患
者
さ
ん
が
増
え
て

い
る
の
で
は
な
い
か
？
診
療
所
に

な
っ
て
も
医
師
を
二
人
置
く
こ
と
が

で
き
る
の
か
？

笹
川
町
長

Ａ　

医
師
不
足
は
、
遠
別
だ
け
で
な

く
、
ど
こ
の
病
院
も
大
変
な
状
況
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
ご
理
解
を

い
た
だ
け
る
と
思
う
。

　

う
ち
の
病
院
は
、
院
長
一
人
で
頑

張
っ
て
く
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
医

師
の
体
が
続
か
な
い
と
い
う
事
で
、

医
療
振
興
財
団
、
旭
川
医
大
の
方
か

ら
、
土
、
日
、
祝
祭
日
等
に
つ
い
て

は
医
師
を
派
遣
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。

　

地
元
の
患
者
さ
ん
は
、
来
て
い
た

だ
い
た
医
師
に
診
て
も
ら
う
の
で
、

か
か
り
つ
け
医
と
い
う
形
に
は
な
っ

て
こ
な
い
。そ
う
い
う
状
況
の
中
で
、

患
者
さ
ん
も
少
し
ず
つ
、
他
の
病
院

に
流
れ
て
行
っ
て
い
る
の
が
実
態
だ

と
思
っ
て
い
る
。

　

医
師
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
自
治

体
病
院
開
設
者
協
議
会
等
に
出
向

き
、
お
願
い
し
て
お
り
、
遠
別
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
道
の
地
域
医
療
振

興
財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
中
に
も

遠
別
町
立
国
保
病
院
と
し
て
医
師
を

招
聘
し
た
い
と
い
う
事
で
、
色
々
な

条
件
を
付
け
な
が
ら
掲
載
し
て
い
る

が
、
声
が
掛
か
っ
て
こ
な
い
。

　

例
え
ば
、声
が
掛
か
っ
て
き
て
も
、

顔
は
見
え
る
が
、
実
態
と
し
て
ど
ん

な
医
師
な
の
か
理
解
で
き
な
い
よ
う

な
状
況
の
中
で
話
が
進
む
こ
と
が
あ

り
、
こ
の
医
師
な
ら
と
い
う
医
師
を

掴
む
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
今
の
状

況
で
あ
る
。

　

道
の
地
域
医
療
振
興
財
団
等
に
、

引
き
続
き
医
師
確
保
に
向
け
て
頑

張
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

　

診
療
所
に
し
た
ら
尚
更
の
事
、
医

師
一
人
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
前

に
お
ら
れ
た
副
院
長
が
在
宅
診
療
も

さ
れ
て
お
り
、
き
め
細
か
い
サ
ー
ビ

ス
が
で
き
る
よ
う
な
診
療
所
の
体
制

も
整
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
、
私
の
強
い
希
望
で
あ
る
。
そ
れ

に
応
え
て
い
た
だ
け
る
医
師
を
ど
う

確
保
す
る
か
が
ま
ず
前
提
に
な
っ
て

く
る
。

　

地
道
に
医
師
を
探
す
べ
く
、
道
内

だ
け
で
は
な
く
、
本
州
の
方
に
も
医

師
を
探
し
に
行
か
な
け
れ
ば
行
け
な

い
の
か
な
と
も
思
っ
て
お
り
、
も
う

少
し
時
間
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

寄附
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議会からのたより
第42号

シリーズ えんべつ町民 独占インタビュー

遠別商工女性部にインタビュー
部　長　穀　蔵　千恵子 さん
副部長　堀　江　秀　子 さん・坂　川　ゆき子 さん・後　藤　葉　子 さん

　遠別商工会女性部は、現在 59名の会員で構成され、山菜祭りでの山菜料理の提供、
新入学 1年生に交通安全愛の鈴の寄贈、各種イベントへの協力など、地域のため様々な
活動をされています。
　特に、イベント等での出店では、町内だけでなく、旭川市、東京都などで「えんべつ
コロッケ」の販売を行い、遠別町の知名度アップに多大な貢献をされています。
　「えんべつコロッケ」は、平成 24年に遠別商工会主催のＢ級グルメコンテストで、
多数の応募の中からグランプリに輝き、遠別町の新たな特産品として期待されました。
しかし、コストをはじめ、様々な要因により町内では商品化に取組む企業がない状態で
ありました。このままでは新しい特産品としてのアイデアが埋もれてしまうと、平成
25年に商工女性部で商品化への取組みが始められました。
　当初は、食感やレシピの作成に苦労し、最初は芋を炊いてみましたが、べちゃべちゃ
感が残ってしまい、試行錯誤しながら、結局「蒸したほうがいいね」となり、今のホコ
ホコとした食感となり、平成 27年にえんべつコロッケが完成しました。
　平成 29年５月に札幌ドームで開催された「なまらうまいっしょグランプリ」に参加
した時には、売れすぎてコロッケ作りが大変でしたが、グランプリ 2位（驚き‼）。昨年、
茨木県で開催された全国コロッケフェスティバルでは、38団体参加者のほとんどが大
手企業で機械製造の中で、私たちはひたすら手作りで、堂々 3位の栄誉、「人生の中で
大きな感動の一幕でした。」今後は若い人達に受け継いでほしいと願っています。また、
茨木県や東京都代々木公園のイベントでは、東京遠別会の皆様より、大きなお力添えが
あり、感謝の気持ちでいっぱいです。と話されていました。
　令和２年 10月には、新潟県で開催される全国コロッケフェスティバル・グランプリ
大会に参加される予定との事で、今後、益々のご活躍を期待します。

◎遠別町の住民をピックアップし、まちの印象や、行政、議会に対しての思いなどをインタビュー
し、議会活動に役立ていきます。

Vol.3

「えんべつコロッケ」
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議会からのたより
第42号

議会を傍聴してみませんか
次の定例会は６月中旬 の開催予定です。

【お問い合わせ】
　議会事務局
　電　話　７－２１４７（直通）
　メール　gikai@town.embetsu.hokkaido.jp

詳しくはテレビ電話でご確認ください。

あとがき（小森委員）
　世界中の脅威、新型コロナウイルス、日本各地の経済
がどうなるのか？農業者も春先の播種期を迎えて、気が
重い。
　私たち農業者は、農畜産物が安定価格で販売されるこ
とを強く望んでいる。改めて食料の大切さを考え、安心
安全な農畜産物生産に今までの経験をもとに努力を惜し
まない。一分一秒でも早く、世界中の新型コロナウイル
ス感染が終息することを
願っている。

議会報発行特別委員会
委 員 長　　小森　嘉孝
副委員長　　山下　　悟
委　　員　　白井　金治

　６ページのタイトル写真は、３月２６日、
商工女性部様にインタビューに伺った際
に撮影いたしました。

タ イ ト ル 写 真
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子育て応援自動販売機を設置！
　令和２年４月24日、道の駅「えんべつ富士見」リニューアルオープンに伴い、「紙
おむつ」や「液体ミルク」等を販売する「子育て応援自動販売機」が設置されました。
　これは、北海道コカ・コーラボトリング株式会社、国土交通省北海道開発局留萌
開発建設部、遠別町の三者が連携し、紙おむつや液体ミルク、おしり拭き等の販売
を通じ、子育て世代の皆さまを応援する取り組みとして導入されたもので、道内で
は６例目、留萌管内では初めてとなりました。
・紙おむつ　Ｓサイズ（２枚入）￥200

Ｍサイズ（２枚入）￥200
Ｌサイズ（２枚入）男の子・女の子用各￥200

・おしりふき ￥200
・液体ミルク ￥300

『北吹雪』誕生２５周年！
　平成７年（1995年）に誕生した遠別町の特産品、純米酒「北吹雪」が今
年で25周年を迎え、このたび、「記念原酒」を1,000本限定で販売すること
となりました。
　純米酒「北吹雪」は、遠別産もち米「はくちょうもち」が使用されており、
高砂酒造（旭川市）で醸造され、通常の北吹雪より濃厚でフルーティーな香
りに仕上がっております。
　令和２年４月24日より、道の駅「えんべつ富士見」をはじめ、町内商店
にて販売されますので、ぜひ、お買い求めください。
　・価格　1,820円（税別）
　・容量　720ml（アルコール分　17度以上18度未満）

『人材育成施設（農業高校学生寮）が完成』
　「人材育成施設」（遠別農業高校学生寮）が、春から入学する高校生の学生寮として完成しました。この施設の
建設工事は、短期間での完成に加え、教育環境整備への多大な貢献があったとして、町から建築業者3社に感謝
状が送られました。入寮する生徒さんが新しい施設で楽しい学生生活を送られることを期待します。
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家屋の解体や外壁の修繕等をお考えのみなさまへ
　光ケーブル類が損傷すると、地上デジタル放送やテレビ電話が利用できなくなる可能性がありますので、家屋な

ど建物の解体や、外壁、屋根の修理などを行う方は、事前に役場総務課企画振

興係へご相談ください。

　万が一、上記の作業によって光ケーブル等が損傷した場合、復旧に必要な費用

を、ご負担いただく場合がございますので、ご理解願います。

　その他、光ケーブル等に関して、不明な点がございましたら、役場総務課企画

振興係へご相談ください。

◆国民年金保険料免除等の申請について◆
　保険料が納め忘れの状態で、万一、障害や死亡といった不慮の事態が発生すると、障害基礎年金や遺族基礎年

金を受けられない場合があります。

　経済的な理由等で国民年金保険料を納付することが困難な場合には、保険料の納付が免除・猶予となる「保険

料免除制度」や「納付猶予制度（５０歳未満）」がありますので、住民登録をしている市（区）役所・町村役場の

国民年金窓口で手続きをしてください。申請書は窓口に備え付けてあります。

　令和２年度分（令和２年７月分から令和３年６月分まで）の免除等の受付は令和２年７月１日から開始されます。
また、申請時点の２年１か月前の月分までさかのぼって申請することができます。

　失業等により保険料を納付することが経済的に困難になったものの、申請を忘れていた

期間がある方は、市（区）役所・町村役場の国民年金窓口または年金事務所へご相談くだ

さい。

■　稚内年金事務所　　☎０１６２－３２－１９４１
役場福祉課福祉係　☎７－2114　　　　

■　役場総務課企画振興係　　☎７－２１１１（内線：２１６、２１７）

住宅リフォーム助成事業 実施中！
　住環境を整備していただき、町内定住につなげていただくため、本年度も引

き続きリフォーム工事及びバリアフリー工事の一部助成を行います。

　リフォーム助成を既に受けた方でも、バリアフリー助成を受けていない方は、

その分は助成対象になります。

　住宅リフォーム工事を検討されている方がおりましたら、お気軽にご相談く

ださい。

■　役場建設課技術係・管理係　　☎７－２１１５
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健康のススメこころもからだも元気が一番

見えない敵から身を守るために… 感染症対策の基本を見直そう！
全世界で猛威を振るっている新型コロナウイルスによる感染症。
これにより、世界中で感染症に対する意識が高まっています。
どんなウイルスであっても、私たちが予防のためにできることはいつも同じ。
感染症対策の基本を徹底することが、ウイルスに負けないために必要なことです。
この機会に、感染症対策の基本を見直し、しっかりと身につけましょう。

■ほかの人にうつさないために
くしゃみや咳が出るときは、飛沫にウイルスを含んでいるかも
しれません。次のような咳エチケットを心がけましょう。
・マスクを着用します。
・ティッシュなどで鼻と口を覆います。
・とっさの時は袖や上着の内側で覆います。
・周囲の人からなるべく離れます。

正しいマスクの着用

鼻と口の両方を
確実に覆う

ゴムひもを
耳にかける

隙間がないよう
鼻まで覆う

新型コロナウイルス感染症が流行し始めてから、イン
フルエンザにかかる数が、例年と比較して大きく減少
していることが分かります。
みなさんの意識が高まったこと、そして、やはり
しっかりと対策をすることで防ぐことができることが
分かりますね！
みなさんそれぞれで意識して、目に見えない敵に打ち
勝ちましょう！

←　北海道のインフルエンザ発生数の推移
出典：北海道感染症情報センター

石けんで洗い終わったら、十分に水で流し、清潔なタオルやペーパータオルでよく拭き取って乾かします。

目に見える　対策成果目に見える　対策成果

喉頭がん検診　中止のお知らせ
検診の年間予定に掲載しておりました

『喉頭がん検診』は、
新型コロナウイルスの影響で中止となりました。

ご理解のほどよろしくお願いいたします。
【健康に関するご相談は、福祉課保健指導係へ】

電話 ７－２１２５

３つの　　を避けましょう！密

咳エチケット

正しい手の洗い方 手洗いの
前に

・爪は短く切っておきましょう
・時計や指輪は外しておきましょう

流水でよく手をぬらした後、石けんを
つけ、手のひらをよくこすります。

指の間を洗います。

❶

❹

❷

❺

❸

❻

親指と手のひらをねじり洗いします。 手首も忘れずに洗います。

手の甲をのばすようにこすります。 指先・爪の間を念入りにこすります。

❶ ❷ ❸

３つの咳エチケット 電車や職場、学校など
人が集まるところでやろう

ひ　  まつせき

マスクを着用する
（口・鼻を覆う）

ティッシュ・ハンカチで
口・鼻を覆う 袖で口・鼻を覆う

何もせずに
咳やくしゃみをする

咳やくしゃみを
手でおさえる

マスクが
ない

とっさの時

おお

おお

おお おお

おお おお

おお

せき

せき
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喉頭がん検診　中止のお知らせ
検診の年間予定に掲載しておりました
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咳エチケット

正しい手の洗い方 手洗いの
前に

・爪は短く切っておきましょう
・時計や指輪は外しておきましょう

流水でよく手をぬらした後、石けんを
つけ、手のひらをよくこすります。

指の間を洗います。

❶

❹

❷

❺

❸

❻

親指と手のひらをねじり洗いします。 手首も忘れずに洗います。

手の甲をのばすようにこすります。 指先・爪の間を念入りにこすります。

❶ ❷ ❸

３つの咳エチケット 電車や職場、学校など
人が集まるところでやろう

ひ　  まつせき

マスクを着用する
（口・鼻を覆う）

ティッシュ・ハンカチで
口・鼻を覆う 袖で口・鼻を覆う

何もせずに
咳やくしゃみをする

咳やくしゃみを
手でおさえる

マスクが
ない

とっさの時

おお

おお

おお おお

おお おお

おお

せき

せき
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ひ
と
の
う
ご
き

届
け
出
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

警察署から警察署から消防支署から
自転車の安全利用の促進

～　危ないよ　イヤホン　スマホで　うわの空　～

自転車に乗るときは、交通ルールやマナーを守り、
交通事故に気を付けましょう。

（１）自転車安全利用五則を守りましょう
　①　自転車は、車道が原則、歩道は例外
　②　車道は左側を通行
　③　歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行
　④　安全ルールを守る
　　　・　飲酒運転・二人乗り・並進の禁止
　　　・　夜間はライトを点灯
　　　・　交差点での信号遵守と

一時停止・安全確認
　⑤　子どもはヘルメットを着用　

（２）自転車に乗るときの心得
　 ・　使用する自転車は、あらかじめ必要な点検や

整備をするようにしましょう。
　・　二人乗りをしてはいけません。ただし、幼児

用の座席に幼児を乗せているときは別です。
　・　運転の妨げや不安定となる危険な荷物の積み

方はやめましょう。
　・　携帯電話を使用したり、傘を差す、物を担ぐ

等の行為による片手での運転はいけません。
　・　イヤホンやヘッドホンを使

用して、周囲の音が十分
聞こえないような状態での
運転はいけません。ただ
し、難聴者が補聴器を使
用する場合などは別です。

（警察本部交通部交通企画課）
天塩警察署　℡２‐２１１０
遠別駐在所　℡７‐２１１０

　次の日程のとおり林野火災予防期間が始まります。
無許可での火入れ行為は罰則の対象になります。火入
れ行為を行う際は役場住民課と消防署へ届け出ましょ
う。尚、無煙期間中は、届出の期間内であっても一切
火入れ行為が出来ませんのでご了承ください。
　※ごみ焼き行為は禁止なので絶対に行わないでください！！

××

林野火災予防期間が始まります！

消防消防署ホームページ
http://www.town.embetsu.hokkaido.jp/shobo/

※消防署へ直接来ても役場への届出がなければ受
理することは出来ません！

強　調　期　間
４月21日（火）～５月31日（日）

無　煙　期　間(町内全域)
５月7日（木）～５月13日（水）

無　煙　期　間(東野・大成地区)
５月19日（火）～５月25日（月）

広報えんべつ４月号の訂正
　広報えんべつ４月号の１２P、町職員人事異動の中で、

『国保病院 看護師 細川里美 新規採用』が記載されており

ませんでした。

　また、１４P、ひとのうごきの中で、「細矢公則さん」

となっておりましたが、正しくは「細谷公則さん」の誤り

でした。

　訂正してお詫び申し上げます。
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※　上記の内容は変更になる場合がありますので、あらかじめ各自で確認してください。

５月 （May）
15㈮

16㈯

17㈰

18㈪ マナピィ・21 図書室休館

19㈫

20㈬

21㈭

22㈮

23㈯

24㈰ マナピィ・21 図書室休館

25㈪ マナピィ・21 図書室休館

26㈫

27㈬

28㈭

29㈮

30㈯

31㈰

６月 （June）
1 ㈪ マナピィ・21 図書室休館

2 ㈫

3 ㈬

4 ㈭

5 ㈮

6 ㈯

自動車運転免許更新時講習（豊富町）
13：00 ～優良
14：00～一般
15：30～違反

（中止となる場合があります）

7 ㈰ 花いっぱい運動一斉作業日

8 ㈪ マナピィ・21 図書室休館

9 ㈫ ひよこタイム（10：00 ～子育て支援センター）

10㈬ 乳幼児健診（診察開始 10：30 ～健康管理センター）

11㈭

12㈮

13㈯

14㈰ マナピィ・21 図書室休館

15 ㈪ マナピィ・21 図書室休館

町のカレンダー ２０２０

○　ごみに関するご不明な点は、『ごみガイドブック』をご覧いただくか、西天北五町衛生施設組合（☎５－1154）
又は住民課生活広報係（☎７－2113）にお問い合わせください。

曜日 月 火 水 木 金 ６月収集の粗大ごみ

種類 生ごみ
ペットのふん 一般ごみ 資源ごみ全般

紙おむつ等・衣類等
生ごみ

ペットのふん
農村地区のみ
５種類を全部

申込期限　6 月　4 日（木）
収 集 日　6 月　6 日（土）
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　４月 23 日、商工会：工業・建設業部会（内山勝

弘会長）が、地域貢献活動として市街地町道の道路清

掃作業を行いました。ご厚意に感謝いたします。

皆様のご意見・ご感想をお待ちしております。

町へひとことご意見箱 も ご利用ください。

〒098-3543
遠別町字本町３丁目３７番地 TEL

FAX
遠別町住民課生活広報係

（01632）７－2113
（内 線 113・114）
（01632）７－3695

E－mail：seikatsu.kouhou＠town.
　　　　 　　embetsu.hokkaido.jp

（記事や写真の無断転載は固く禁じます）

（令和２年4月30日現在）
（令和２年4月30日現在）

723
日目

人口

●男   1,250人（－8）
●女   1,342人（－5）

2,592人
（－13）

世 帯 1,332（－5）

遠別町内教育施設等にアルコール消毒液寄贈
　４月３日、遠別建設協会（守谷一彦会長）からエタノール製剤９０リッ

トルが寄贈されました。

　新型コロナウイルスの感染拡大を受け、遠別町でもマスクやアルコール

消毒液の入手が困難な状況が続いており、少しでも感染拡大防止として役

立ててほしいと、１缶１８リットル入り５缶とスプレーボトルを合わせて

内山副会長（内山産業）から笹川遠別町長へ手渡されました。

　寄贈されたアルコール消毒液は、幼児センターきらり、小・中学校、スポー

ツセンター等の公共施設にそれぞれ配布され、来場者や児童生徒の消毒用

として設置されました。

地域貢献活動に感謝！
　長年にわたり民生委員児童委員として、地域福祉に尽

力されている『仲野　強さん』『川口光治さん』『橋本寬美

さん』が厚生労働大臣特別表彰

を受賞され、表彰状と記念品が

贈られました。

　仲野さん、川口さん、橋本さ

んは平成１３年１２月に民生委

員児童委員に就任されて以来、

長きにわたり、担当地区の福祉

向上に貢献されました。

社会福祉の向上に尽力！

　広報誌に掲載されている写真で、「画像データがほし

い」と言う方がいらっしゃいましたら、役場　１階　

生活広報係までお越しください。

　ただし、あくまで個人用、保存用としていただける

場合のみとさせていただきます。インターネット投稿

やその他掲示板等への掲載、その他の理由により、お

渡しできない場合がありますのでご了承願います。

（まったく関わりのない方や、遠別町に肖像権のない写

真についてはお渡しできませんのでご了承ください。）

広報誌に載っている写真差し上げます広報誌に載っている写真差し上げます

今月の
納 税 ６/１納期

固定資産税（１期）


